
Ⅱ　産業間の連携戦略
県内就職の促進

連携テーマ《県内就職の促進》の取り組みの概要

　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　　　本県では、毎年約2,000人の若者が県外大学に進学していますが、Ｕターン就職をする

　　学生が少ないことなどから、これまで、高知家の就活応援サイト「高知おしごと部」によ

　　る県内事業者の採用情報の発信をはじめ、県内外の大学の就職担当者と県内事業者との意

　　見交換などを実施してきました。

　　　また、県内事業者の採用力の向上を図るため、セミナーの開催や専門家派遣による個別

　　支援に取り組んでいるほか、令和６年度からは、奨学金返還支援制度を運用しています。

　　　こうした取り組みにより、大学生等のＵターン就職率は、R2.3卒18.6%→R5.3卒21.3％

　　と徐々に改善していましたが、令和７年３月卒業者は17.8％と再び落ち込むこととなりま

　　した。この要因としては、近年の学生の売り手市場の影響などを受け、学生がより労働条

　　件の良い都市部の大手企業を志望する傾向が強まってきていることなどが考えられます。

　　　より多くの学生等に就職先として県内事業者を選んでもらうためには、事業者・教育機

　　関・行政が一層連携を強化し、一丸となって取り組む必要があります。

　　

　②　第５期計画ver.３の取り組み
　　　目指す姿「地域の仕事を知る児童・生徒や魅力ある県内事業者が増加することにより、
　　県内就職を志す若者が増える」の実現に向けて、柱１から３に基づき、キャリア教育や県

　　内事業者の魅力向上に取り組むとともに、学生や転職を考えている方へのアプローチを強

　　化するなど、それぞれの段階に応じた施策を実施することで、県内で就職する若者の増加

　　を図ります。

　柱１　キャリア教育の推進　～地域の仕事（事業者）を知ってもらう～

　　　事業者及び教育機関と連携し、子どもたちが学校教育の段階から、本県の産業や仕事の

　　魅力について知る機会の充実を図るとともに、そこで働く人々と交流することを通じて、

　　地域への誇りと愛着を育てます。

　　　また、具体的な就職先を決めていない就職活動前の学生が県内の事業者等と交流する機

　　会を創出し、経営者の熱い思いや従業員のやりがいなどを伝える取り組みを促進します。

　柱２　県内事業者の魅力向上　～学生等から選ばれる事業者になる～
　　　意欲的にスケールアップを目指す「100億企業」の登録制度や経営者が共に学び合う場

　　を設け、若者が魅力を感じる企業の創出に取り組みます。

　　　また、事業者の採用力の向上に向けて、ＳＮＳの活用やオンライン面接への対応など、

　　昨今の採用トレンドを反映したセミナーを開催するほか、奨学金返還支援制度の広報の充

　　実に取り組みます。　　　

　柱３　情報発信の強化　～学生等に県内企業の情報を届ける～

　　　ＬＩＮＥで情報を届ける新しい仕組みの構築や、大手求人サイトを活用した求人情報の

　　発信、県内企業の採用活動に必要な求人広告や情報発信などに要する経費への支援を行い

　　ます。

　　　また、転職をきっかけとして県外へ流出する若者が一定数いることを踏まえて、新たに

　　県内転職支援拠点を設置し、転職を検討する県内の若者へ情報発信とマッチング支援を実

　　施します。　　　
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上

新 拡拡 拡

〈高
校

生
～

大
学

生
等

〉
・フ

ォレ
スト

スク
ール

拡新

新 新

新

【U
IJ

タ
ー

ン
就

職
の

促
進

】
　・

大
手

求
人

サ
イト

と連
携

した
求

人
情

報
の

発
信

な
どに

よ
る

転
職

希
望

層
へ

の
ア

プ
ロー

チ
を

拡
大

　・
県

内
の

職
業

紹
介

企
業

と連
携

した
求

人
情

報
の

発
信

とマ
ッチ

ン
グ

機
会

の
創

出
　・

求
人

サ
イト

「高
知

求
人

ネ
ット

」の
閲

覧
者

に
オ

ス
ス

メ情
報

を
表

示
す

る
な

ど機
能

を
拡

充
　・

県
内

企
業

の
採

用
活

動
に

必
要

な
求

人
広

告
等

の
経

費
を

支
援

（
再

掲
）

新 新 拡 新

45
46
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R8
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

１
　

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
推

進
　

～
地

域
の

仕
事

（
事

業
者

)を
知

っ
て

も
ら

う
～

⑤
人

材
起

点
型

交
流

イ
ベ

ン
ト

へ
の

学
生

の
参

加
者

数
（
累

計
）

－
1
0
0
人

（
R

7
）

2
4
0
人

（
R

7
～

R
8
）

3
6
0
人

（
R

7
～

R
9
）

1
0
0
億

企
業

登
録

数
－

－
2
0
社

（
R

8
）

3
0
社

（
R

8
～

R
9
)

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

延
べ

認
証

企
業

数
（
累

計
）

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
)

1
,1

5
0
社

（
H

1
9
～

R
8
）

1
,3

0
0
社

（
H

1
9
～

R
9
)

企
業

の
魅

力
発

信
支

援
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
事

業
所

数
1
3
1
社

（
R

5
）

2
6
2
社

（
R

7
）

1
5
0
社

(R
8
)

1
5
0
社

(R
9
)

奨
学

金
返

還
支

援
事

業
へ

の
学

生
等

の
事

前
登

録
者

数
（
累

計
）

－
5
4
人

（
R

8
.2

）
1
3
0
人

（
R

6
～

R
8
）

1
8
0
人

（
R

9
)

県
か

ら
の

情
報

提
供

の
た

め
の

メ
ル

マ
ガ

登
録

の
新

規
登

録
者

数
6
1
7
人

(R
4
）

5
3
9
人

(R
8
.2

）
6
1
0
人

（
R

8
)

6
4
0
人

（
R

9
)

県
内

転
職

支
援

拠
点

を
通

じ
た

就
職

者
数

－
－

6
0
社

（
R

8
)

1
6
0
社

（
R

8
～

R
9
)

連
携
テ
ー
マ
（
県
内
就
職
の
促
進
）
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

２
　

県
内

事
業

者
の

魅
力

向
上

　
～

学
生

か
ら

選
ば

れ
る

事
業

者
に

な
る

～

⑤
人

材
起

点
型

３
　

情
報

発
信

の
強

化
　

～
学

生
等

に
県

内
企

業
の

情
報

を
届

け
る

～
⑤

人
材

起
点

型

県
内

出
身

・
県

外
大

学
生

の
Ｕ

タ
ー

ン
就

職
率

(年
間

）
　

出
発

点
R

4
(R

5
.3

卒
）
2
1
.3

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

6
（
R

7
.3

卒
）
：
1
7
.8

%
 ⇒

 R
8
（
R

9
.3

卒
）
目

標
：
2
3
.4

%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
2
4
％

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
2
8
％

県
外

出
身

・
県

外
大

学
生

の
Ｉタ

ー
ン

就
職

者
数

(年
間

）
　

出
発

点
R

4
(R

5
.3

卒
）
1
8
1
人

 ⇒
 現

状
値

（
R

6
（
R

7
.3

卒
）
：
1
7
3
人

 ⇒
 R

8
（
R

9
.3

卒
）
目

標
：
2
1
8
人

 ⇒
 ４

年
後

（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
2
2
0
人

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
2
4
0
人

県
内

大
学

生
の

県
内

就
職

率
(年

間
）

　
出

発
点

R
4
(R

5
.3

卒
）
3
6
.0

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

6
（
R

7
.3

卒
）
：
3
2
.9

%
 ⇒

 R
8
（
R

9
.3

卒
）
目

標
：
4
2
.0

%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
4
2
.0

％
 ⇒

 1
0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
4
2
.0

％

県
内

専
門

学
校

生
の

県
内

就
職

率
(年

間
）

　
出

発
点

R
4
(R

5
.3

卒
）
7
2
.8

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

6
（
R

7
.3

卒
）
：
7
2
.0

%
 ⇒

 R
8
（
R

9
.3

卒
）
目

標
：
8
0
%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
8
0
％

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
8
0
％

県
内

高
校

生
の

県
内

就
職

率
(年

間
）

　
出

発
点

R
4
(R

5
.3

卒
）
7
1
.6

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

6
（
R

7
.3

卒
）
：
6
8
.6

%
 ⇒

 R
8
（
R

9
.3

卒
）
目

標
：
7
5
%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
7
5
％

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
7
5
％
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